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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は二つあり、第一に、新大陸のアメリカでコネチカット

植民地がいかに創設されたかを解明し、第二にトマス・フッカーの生涯と思想を解説した。コ

ネチカット創設者のフッカーは、英国、オランダ、ボストン、ハートフォードと次々に移動し

たが、宗教者として正統派の会衆主義の教義を確立し、政治家として民主主義的なコネチカッ

ト基本法の制定に尽力した。本研究は思想家・宗教者としてのフッカーを、日本で初めて解明

した。 
 
研究成果の概要（英文）：The project of Thomas Hooker and Connecticut achieved two purposes: 
first, it explored how the Connecticut plantation was established and secondly, it 
explicated Hooker’s life and his works on Congregational church.  Hooker was born in 
England, but was forced to exile to Holland to practice non-conformity against Church 
of England.  He endured the hard life in the new world and founded the town of Hartford 
at Connecticut Valley. He preached sermons which support democracy and established the 
polity of Congregational churches, the most innovative Protestant sect, and inspired the 
ideas of the Fundamental Orders of Connecticut, the first written constitution in America.  
The final report of the project includes papers which analyze Warwick Patent, its 
comparison with Massachusetts charter, and Hooker’s religious ideas and works.   
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１．研究開始当初の背景 
アメリカの植民地時代研究は未開拓の部

分が多い。ピューリタニズムの概念は、アメ
リカ文学の中で扱われることがあるが、個々
の文献や牧師を扱う研究はほとんどなされ

ていない。小倉は平成 12 年度（2001）に完
成した基盤研究（C）で「ジョン・コットン
とアメリカのピューリタニズム思想に関す
る研究」を行い、平成 15 年度にその成果を
科学研究費学術図書『ジョン・コットンとピ
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ューリタニズム』（2004）で出版した。 
トマス・フッカーの伝記も、英文の文献で

二、三冊が出版されているだけである。その
有名な伝記はサージャント・ブッシュ著 The 
Life and Times of Thomas Hooker である。
小倉は平成15年度から18年度に行った科学
研究費補助金基盤研究（B）でブッシュを海
外共同研究者としたが、ブッシュは 2003 年
に死去したため、結局フッカーの研究の部分
は未完のままで終わった。その時の研究成果
報告書『ピューリタニズムの生成と継承に関
する研究』は、フッカーのオランダ滞在とボ
ストンでの生活を一部扱っている。本研究は
その未完の部分を解明し、さらにコネチカッ
ト植民地の創設を歴史的に解明することを
目的とした。 
トマス・フッカーはジョン・コットンと並

んで植民地創設期の偉大な指導者である。ア
メリカの西漸運動の先駆けと言われるフッ
カーのコネチカット植民地創設は、コットン
とのライバル意識を避けて新天地を求めた
結果であるが、その思想は自由な平等・人権
を重視した民主主義の具体化であった。1639
年のコネチカット基本法は権力の集中を避
けて、選挙による植民地総会議の召集を定め
ており、マサチューセッツ湾植民地のように
執政官に拒否権を与えておらず、特権を認め
ていない。多くの指導者を輩出した 1630 年
代に、ハーバード大学が存在するケンブリッ
ジを出て、新たにハートフォードを創ったフ
ッカーの意思の強さを探ることによって、ジ
ョン・コットンと対比しながら、フッカーの
生涯を研究することは大きな意義があった。 
 
 

２．研究の目的 
本研究には二つの目的があった。第一にコネ
チカット植民地がどのように創設されたか
を歴史的に解明することであり、第二にその
創設者であるトマス・フッカーの生涯と思想
を分析することである。 
 
(1)コネチカット渓谷は隣接するオランダ領
ニュー・アムステルダムとの領土争いがあり、
同じ英国領植民地であるマサチューセッツ
湾植民地やプリマス植民地、ロード・アイラ
ンド植民地にはさまれていた。フッカーは、
現在のハーバード大学の敷地内にケンブリ
ッジ教会を設立したが、1636年に手狭なボス
トンを離れて、約150キロ離れたコネチカッ
ト川流域にあるハートフォードに移住した。
彼は「ウォリック・パテント」Warwick Patent
と呼ばれる土地開発許可書をもとに、コネチ
カット植民地を創設した。このパテントとマ
サチューセッツ湾植民地の「勅許状」royal 
charter を比較し、国家の威信をかけた新大
陸での領土獲得の意図を解説する。 

 
(2)植民地創設者のフッカーは英国、オラン
ダ、ボストン、ハートフォードと次々に移動
したが、移動した土地それぞれで思想的リー
ダーとなった。柔軟性あふれる思考と精神的
な強靭さを持つフッカーは、宗教者として正
統派の会衆主義の教義を確立し、時にはその
思想を変貌させつつ、新しいコネチカット植
民地を創設した。フッカーは 1648 年のケン
ブリッジ綱領が確定する前に死去したが、こ
の綱領はフッカーの遺作『教会規律の概要』
A Survey of the Summe of Church-Discipline 
(1648)をベースにしていると言われる。生涯
最後の400ページの大作は彼の思想の集大成
であり、この分析によってフッカーの神学思
想を明らかにする。本研究は政治家・思想
家・宗教者としてのフッカーを、多面的な視
点から解明することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
研究は、資料の収集とその分析、さらにアメ
リカ合衆国での現地調査を基にした。資料は
ハーバード大学ワイドナー図書館と同大学
神学部専門図書館でフッカーの原典を収集
した。また原典がリプリント版で入手できる
場合は、図書として購入した。ニューヨーク
公立図書館とコネチカット州立図書館、ハー
トフォードの古文書館と美術館において、原
典と地図、フッカーに関係する肖像画や図版
を収集した。ハートフォードに現地調査に行
った際は、コネチカット川沿いのフッカーの
所有地を確認し、ハートフォード第一教会の
写真撮影を行ない、フッカーの墓地とハート
フォード創設者のオベリスクを撮影した。ま
たハーバード大学のデヴィッド・ホールに会
い、東京講演の打ち合わせを行った。小倉の
研究は、フッカーに関連する歴史と時代の観
点から、研究方法を以下の三点に分類した。 
 
(1)トマス・フッカーがアメリカに渡航する
以前の亡命生活と、アメリカ入植以後のコネ
チカット植民地建設について研究した。また
コネチカット植民地については、フッカーが
来る前にコネチカット川を開拓した人々、た
とえば最初の総督となったJohn Winthrop, 
Jr.、それを引き継いだ総督のJohn Haynes、
フッカーの同僚だったSamuel Skelton、ニュ
ーヘイブン植民地の創設者のTheophilus 
Eatonなどの人々によるコネチカット植民地
創設への貢献について調査した。 
 
(2)歴史的事件としては、コネチカットの最
初の土地の所有権とされるウォリック・パテ
ント、セイブルック砦の建設、1637年のピー
コット戦争、1639年のコネチカット基本法に
ついて詳細に解説した。またコネチカットと



 

 

の相違を解説するため、マサチューセッツ湾
植民地の勅許状も分析した。 
 
(3)フッカーの原典に関しては、『教会規律
の概要』を始めとして、Thomas Hooker: 
Writings in England and Holland, 1626-1633 
(1975)に収められた文書の分析を行った。
『教会規律の概要』 に関しては、会衆主義
の教義、教会の入会資格、牧師の選任の方法、
半途契約などを詳細に論じた。小倉はフッカ
ーがオランダに亡命していた時に書かれた
「ジョン・ペイジェットの20個の質問とフ
ッカーの回答」が、会衆主義の教義に大きな
影響を及ぼしていると考えたため、これを解
明した。 
 
 
４．研究成果 

本研究は、アメリカ合衆国コネチカット州ハ
ートフォードの創設の歴史的意義とトマ
ス・フッカーの思想を分析することを目的と
した。研究成果は、238ページから成る成果
報告書を作成した。また海外共同研究者であ
るハーバード大学のデヴィッド・ホール教授
を二度招聘し、本研究を公開した。ホール先
生の講演によって、多くのアメリカ植民地時
代の研究者が集まり、討議する機会を提供し
た。研究成果を以下の五点に要約する。 

 

(1)英文資料に関して、ニューイングランド
評議会の勅許状（チャーター）のもとで、ウ
ォリック伯爵に与えられた勅許状（パテン
ト）を調査し、植民地事業の開発許可書を分
析した。またオランダのニュー・アムステル
ダムとの勢力争いを検討しつつ、セイブルッ
ク砦の建設とハートフォード創設の経緯に
ついて資料収集を行った。フッカーに関係す
る文献としては、コネチカット基本法、ハー
トフォード説教、『教会規律の概要』を分析
するため、英文原文を収集した。 

 

(2)海外出張に関して、4年間の研究期間中、
毎年夏期休暇期間中にボストンとニューヨ
ークに行き、資料を収集した。ハーバード大
学のホール先生にも毎年会い、アドバイスを
いただいた。さらに2010年8月にハートフォ
ードに出張し、現地調査を行なった。ハート
フォード第一教会、Ancient Burying Ground
墓地において、フッカーの墓、サミュエル・
ストーンの墓を確認し、撮影した。 

 

(3)本研究は、アメリカ合衆国のハーバード
大学神学部教授のデヴィッド・ホール先生を
海外共同研究者としており、ホール先生を東
京に招聘し、講演会を主催した。本研究の補

助金により、旅費、宿泊費、雑費など招聘に
関わるすべての費用を支払った。以下はホー
ル先生が2009年1月8日から1月21日まで東京
で行った4回の講演の題目である。（英語、
通訳なし） 

1月10日 初期アメリカ学会「トマス・フッ
カーとコネチカット植民地」 

1月13日 東京大学アジア太平洋研究センタ
ー「アメリカの宗教と公共政策」 

1月14日 学習院大学文学部「キャサリン・
マリア・セジウィックと文学」 

1月15日 上智大学文学部「キャサリン・マ
リア・セジウィックと文学」 
すべての講演は、多くの聴衆を集め、活発な
質疑応答が英語で行われた。また小倉は毎年
夏休みにハーバード大学で資料集を行ない、
ホール先生と研究の打ち合わせをした。 
 

(4)ホール先生は2010年9月8日から21日まで

再び来日し、講演を行なった。講演等は東京

で4回行われ、この他に東北大学グローバル

COEにおいて講演が行なわれた。小倉は講演会

すべてに同行した。なお、これらの講演会は

和田守科学研究費が主催し、大東文化大学で

行なわれた講演のみ小倉いずみ科学研究費が

共催した。（英語、通訳なし） 

9月11日（土）大東文化大学信濃町校舎におい

て講演会「アメリカ革命における宗教の影響

」その後明治記念館で懇親会を開催した。 

9月13日（月）国際基督教大学「リベラルアー

ツ教育と文学教育」 

9月14日（火）和洋女子大学「アメリカ文学と

ハーバード大学」 

9月15日（水）東京大学「アメリカ植民地時代

の宗教と女性」 

9月18日（土）東北大学において講演会「アメ

リカ植民地時代の宗教と女性」その後仙台国

際ホテルで懇親会を開催した。（東北大学グ

ローバルCOEおよび日本アメリカ文学会東北

支部と共催） 

 

(5)2011年3月に全頁238ページから成る本研

究の研究成果報告書を出版した。内容は以下

の通りである。 

小倉いずみの論文「トマス・フッカーとコネ

チカット植民地」と翻訳「キリスト教徒の慈

愛のひな型」（pp. 48-224） 

林以知郎「航路は違えられて」―― 大西洋両

岸的視野から読むFenimore Cooperの海洋ロ

マンス」（pp. 1-21） 

竹内美佳子「スチュアート朝とピューリタニ

ズム――Thomas Hookerの受難時代」（pp. 

22-34） 



 

 

David D. Hall, “Thomas Hooker and the 

Making of Governments in Early New 

England” （pp. 35-47） 

白川恵子「バロウズ牧師父子の説教」（pp. 

225-238）  
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